
ＱＳＫ １９９７年 ９月 １８日 第 三 種 郵 便 物 承 認 通 巻 ５８９９号 ２０１６年 １２月 ４日 発 行 （日 刊 ）

- 1 -

福脊連ホームページアドレス www .normanet.ne.jp/~ww101926/

《

わ
だ
ち
目
次

》

！
こ
の
国
の
ゆ
く
へ
ー
・
・
・
へ

の
問
い
！
（
３
）

・
・
・
１
Ｐ

差
別
県
禁
止
条
例
制
定
の
依
頼
書

（
２
）

 
 

 
 

・
・
・
５
Ｐ

司
法
と
福
祉
の
架
け
橋

・
・
８
Ｐ

Ｊ
Ｒ
九
州
筑
豊
本
線
（
若
松
線
）

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ａ
デ
ビ
ュ
ー

・
・
・

１４
Ｐ

平
成
２７
年
度
「
使
用
者
に
よ
る
障

害
者
虐
待
の
状
況
等
」
の
結
果

・
・
・
１５
Ｐ

福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
の
原
則
自
己

負
担
方
針 

 
 

 

・
・
・
１６
Ｐ

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
第

１
回
日
本
政
府
報
告
（
案
）（
日
本

語
仮
訳
）「
参
考
資
料
２
」
よ
り

 
 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
１７
Ｐ

そ
う
め
ん
販
売
還
元
金
報
告

書 
 

 
 

 
 

・
・
・
１９
Ｐ

今
月
の
時
事 

 
 

・
・
・
２０
Ｐ

２０１６年１０月１０日

NO.１９８

！
こ
の
国
の
行
方
・
・
・
・
・
へ
の
問
い
！
（
３
）

「
相
模
原
市
の
障
害
者
施
設
「
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
」
で
二
六
日
未
明
の
殺

傷
事
件
で
容
疑
者
、
元
職
員
の
植
松
聖
容
疑
者
（
二
六
歳
）
が
逮
捕
さ
れ
た

報
道
に
！
唖
然
と
し
た
。
〜
な
ん
だ
！
と
、
な
ぜ
・
何
故
・
ど
う
し
て〜

あ

ま
り
に
も
「
衝
撃
的
」
で
・
・
二
七
日
以
降
の
マ
ス
メ
デ
ア
で
の
事
件
報
道

と
事
件
に
対
す
る
専
門
家
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
読
ん
で
き
た
が
、
ま
だ
事
件
の

「
真
相
・
容
疑
者
の
兇
暴
的
殺
傷
事
件
の
背
景
（
考
え
）
は
、
ま
だ
、
断
片
的

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
マ
ス
メ
デ
ア
や
雑
誌
な
ど
で
も
「
意
識
し
て
」
読
ん
だ

（
限
ら
れ
て
い
る
が
）
。
私
的
な
読
み
と
り
で
あ
る
が
、
会
員
間
で
の
「
思
考

経
緯
（
受
け
止
め
）
を
問
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
」
で
あ
り
、
避
け

て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
考
え
る
。
限
ら
れ
た
「
情
報
」
で
あ
る
が
、
そ
の
経

緯
を
辿
る
。

＊
容
疑
者
の
言
及
と
行
動
の
経
緯
＊
（
七
月
二
九
日
朝
日
新
聞
朝
刊
よ
り
抜

粋
）
＊
二
〇
一
二
年
の
や
ま
ゆ
り
園
の
採
用
試
験
の
書
類
「
学
童
保
育
で

三
年
間
働
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
福
祉
業
界
へ
の
転
職
を
考
え
ま
し

た
」
＊
一
五
年
一
月
、
背
中
全
面
の
入
れ
墨
の
写
真
を
ア
ッ
プ
し
、
「
会

社
に
バ
レ
ま
し
た
。
笑
顔
で
の
り
き
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
二
五
歳
も
が
ん

ば
る
ぞ
！
！
」
。
＊
六
月
、
偏
見
を
持
つ
こ
と
は
愚
か
な
こ
と
で
す
。
※
。

＊
一
六
年
二
月
一
四
日
、
衆
院
議
長
あ
て
の
手
紙
持
参
、
し
か
し
受
付
で
手

紙
を
受
け
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ず
、
翌
日
、
再
度
訪
れ
て
。
そ
こ
で
土

下
座
し
て
頼
み
込
ん
だ
事
も
あ
り
、
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
警
察
官
が
衆
議
院

事
務
局
に
確
認
し
た
上
で
し
か
た
な
く
手
紙
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
（
手

紙
の
内
容
は
後
記
述
）
。
＊
一
九
日
、
園
の
聞
き
取
り
に
「
自
分
は
間
違
っ
て

い
な
い
。
」
「
退
職
す
る
」
と
し
て
い
る
。
＊
同
日
、
相
模
原
市
が
精
神
保
健

福
祉
法
に
基
づ
き
緊
急
措
置
入
院
さ
せ
た
。
同
市
の
聞
き
取
り
に
『
自
分
は
フ

リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の
信
者
だ
』
と
。
＊
「
会
社
は
自
主
退
職
、
こ
の
ま
ま
逮
捕
さ

れ
る
か
も
・
・
」
※
。
＊
二
〇
日
、
入
院
先
の
医
療
関
係
者
に
「
二
週
間
前
に

ヒ
ト
ラ
ー
が
降
り
て
き
た
。
」
と
言
及
。
＊
七
月
二
六
日
、
事
件
直
後
午
前
二

時
五
〇
分
に
「b

e
a
u

tifu
l ja

p
a
n

1

！
！
」
※
（
※
は
植
松
容
疑
者
の
も
の
と

見
ら
れ
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
書
き
込
み
）
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ヒ
ア
リ
ン
グ
に
あ
た
っ
て

前
文
（
抜
粋
）

前
号
の
続
き
で
す
。

 
 

（
ｄ
）

こ
の
条
約
に
合
致
し

な
い
い
か
な
る
行
為
又
は
、
慣
行

を
も
差
し
控
え
、
か
つ
、
公
の
当

局
及
び
、
機
関
が
こ
の
条
約
に
従

い
行
動
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ

と
。（

ｅ
）

い
か
な
る
個
人
、
団
体

又
は
、
民
間
企
業
に
よ
る
障
害
に

基
づ
く
、
差
別
を
も
撤
廃
す
る
た

め
の
す
べ
て
の
適
切
な
措
置
を
と

る
こ
と
。 

 

（
ｆ
）
第
２
条
に
定
め
る
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
用
い
た
物

品
〔
製
品
〕、
サ
ー
ビ
ス
、
備
品
〔
設

備
〕
及
び
、
施
設
に
つ
い
て
の
研

究
及
び
、
開
発
を
開
始
し
又
は
、

促
進
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
の
物
品
〔
製
品
〕、

サ
ー
ビ
ス
、
備
品
〔
設
備
〕
及
び
、

施
設
は
、
障
害
の
あ
る
個
人
に
特

有
の
必
要
〔
ニ
ー
ズ
〕
を
満
た
す

た
め
、
そ
れ
ら
の
供
給
及
び
、
使

用
を
促
進
す
る
た
め
並
び
に
、
基

準
及
び
、
指
針
の
策
定
の
際
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
採
用
を

促
進
す
る
た
め
、
可
能
な
限
り
、

最
小
の
調
整
及
び
、
最
小
の
費
用

を
要
す
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。

（
ｇ
）
負
担
可
能
な
費
用
の
技
術

〔
機
器
〕
を
優
先
し
て
、
障
害
の

あ
る
人
に
適
し
た
、
新
た
な
技
術

〔
機
器
〕（
情
報
通
信
技
術
〔
情
報

通
信
機
器
〕、
移
動
補
助
具
、
補
装

具
〔
補
助
器
具
〕
及
び
、
支
援
技

術
〔
支
援
機
器
〕
を
含
む
。）
に
つ

い
て
の
研
究
及
び
、
開
発
を
開
始

し
又
は
、
促
進
す
る
こ
と
、
並
び

に
、そ
の
よ
う
な
新
た
な
技
術〔
機

器
〕
の
供
給
及
び
、
使
用
を
促
進

す
る
こ
と
。

 

（
ｈ
）

移
動
補
助
具
、
補
装
具

〔
補
助
器
具
〕
及
び
、
支
援
技
術

〔
支
援
機
器
〕（
新
た
な
技
術
〔
機

器
〕を
含
む
。
）に
関
す
る
並
び
に
、

他
の
形
態
の
援
助
、
支
援
サ
ー
ビ

ス
及
び
、
施
設
〔
設
備
〕
に
関
す

る
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
情
報
を
障
害

の
あ
る
人
に
提
供
す
る
こ
と
。

（
ｉ
）
こ
の
条
約
に
お
い
て
、
認

め
ら
れ
る
権
利
に
よ
り
、
保
障
さ

れ
る
支
援
及
び
、
サ
ー
ビ
ス
を
一

層
効
果
的
に
提
供
す
る
た
め
、
障

害
の
あ
る
人
と
共
に
行
動
す
る
専

門
家
及
び
、
職
員
に
対
す
る
当
該

権
利
に
関
す
る
訓
練
を
促
進
す
る

こ
と
。

２

各
締
約
国
は
、
経
済
的
、
社
会

的
及
び
、
文
化
的
権
利
に
関
し
て

は
、
こ
れ
ら
の
権
利
の
完
全
な
実

現
を
漸
進
的
に
達
成
す
る
た
め
、

自
国
に
お
け
る
利
用
可
能
な
手
段

〔
資
源
〕
の
最
大
限
の
範
囲
内
で
、

ま
た
、
必
要
な
場
合
に
は
、
国
際

協
力
の
枠
内
で
措
置
を
と
る
こ
と

を
約
束
す
る
。

た
だ
し
、
こ
の
規
定
は
、
こ
の

条
約
に
含
ま
れ
る
義
務
で
あ
っ
て
、

国
際
法
に
基
づ
い
て
即
時
的
に
適

用
可
能
な
も
の
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
は
な
い
。 

３

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
を
実
施

す
る
た
め
の
法
令
及
び
、
政
策
を

策
定
し
及
び
、
実
施
す
る
に
当
た

り
、
並
び
に
障
害
の
あ
る
人
と
関

連
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
他
の
意

思
決
定
過
程
に
お
い
て
、
障
害
の

あ
る
人
（
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を

含
む
。）
を
代
表
す
る
団
体
を
通
じ

て
、
障
害
の
あ
る
人
と
緊
密
に
協

議
し
、
か
つ
、
障
害
の
あ
る
人
を

積
極
的
に
関
与
さ
せ
る
。

４

こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定

も
、
締
約
国
の
法
律
又
は
、
締
約

国
に
つ
い
て
効
力
を
有
す
る
国
際

法
に
含
ま
れ
る
規
定
で
あ
っ
て
、

差
別
県
禁
止
条
例
制
定
の
依
頼
書
（２
）

会
長

藤
田

幸
廣
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は
じ
め
に

家
族
や
支
援
者
、
さ
ら
に
居
場

所
も
な
く
、
劣
悪
な
生
育
歴
の
中

で
、
福
祉
と
結
び
つ
く
こ
と
が
な

い
障
害
者
や
高
齢
者
が
い
る
こ
と
。

彼
ら
が
、
生
き
て
い
く
た
め
に

罪
を
犯
し
、
そ
の
、
罪
が
お
に
ぎ

り
一
個
の
万
引
き
や
無
銭
飲
食
・

無
賃
乗
車
の
よ
う
な
微
罪
で
、
繰

り
返
し
刑
務
所
に
入
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
き
の
び
て
い
る
こ
と
を
、

私
は
、
こ
れ
ま
で
何
回
も
主
張
し

て
き
ま
し
た
。

出
所
後
の
障
害
者
や
高
齢
者
の

再
犯
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
裁
判
か

ら
矯
正
施
設
と
い
っ
た
、
繋
ぎ
目

で
福
祉
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
。
そ
こ
で
、「
地
域
生

活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
発
足

し
た
の
で
す
。
地
域
生
活
定
着
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
刑
務
所
を
出
所

し
た
障
害
者
や
高
齢
者
の
社
会
復

帰
を
促
し
再
犯
を
防
ぐ
た
め
、
平

成
二
一
年
七
月
に
、
保
護
観
察
所

と
協
働
し
、
厚
生
労
働
省
の
補
助

事
業
「
地
域
生
活
定
着
支
援
事
業

（
現
在
は
地
域
生
活
定
着
促
進
事

業
）
を
根
拠
と
し
て
設
置
が
始
ま

り
、
平
成
二
四
年
三
月
に
全
国
四

七
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
た
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
、
累
犯
障
害
者
・

高
齢
者
を
支
え
る
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
学
び

九
月
十
日
（
土
）、
西
南
学
院
大

学
チ
ャ
ペ
ル
を
会
場
に
「
下
関
駅

放
火
事
件
か
ら
十
年�

?

累
犯
障
が

い
者
・
高
齢
者
を
支
え
る
包
摂
型

地
域
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開

催
さ
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。
基
調

講
演
の
講
師
は
、村
木
厚
子
氏（
元

厚
生
労
働
省
事
務
次
官
）で
し
た
。

村
木
氏
は
、「
郵
政
不
正
冤
罪
事

件
」
で
大
阪
地
検
特
捜
部
に
逮
捕

勾
留
さ
れ
た
経
験
を
持
ち
「
検
察

の
在
り
方
検
討
会
議
」
で
意
見
を

述
べ
て
い
ま
す
。

演
目
は
、「
共
生
社
会
を
創
る
」

で
す
。
そ
の
、
講
演
で
着
目
し
た

の
は
「
負
の
回
転
ド
ア
」
の
項
目

で
し
た
。
周
囲
の
無
理
解
で
必
要

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

い
。居
場
所
が
な
く
、孤
立
す
る
。

そ
し
て
罪
を
犯
し
、
家
族
や
周

囲
と
の
関
係
が
崩
壊
・
破
壊
す
る
。

孤
独
や
生
活
苦
が
深
ま
り
、
罪

を
繰
り
返
す
。
犯
罪
を
繰
り
返
す

障
害
者
や
高
齢
者
に
は
、
こ
う
し

た
「
負
の
回
転
ド
ア
（
連
鎖
）」
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
罪
を
償
っ
た
直
後
か
ら

必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
い

で
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
支
援
を

展
開
す
る
働
き
を
す
る
の
で
す
。

続
い
て
、「
福
岡
県
地
域
生
活
定

着
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
活
動
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
福
岡
県
地
域
生

活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

二
二
年
七
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

北
九
州
市
で
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援

な
ど
を
続
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
抱

樸
（
ほ
う
ぼ
く
）」（
奥
田
知
志
理

事
長
）
が
福
岡
県
の
委
託
を
受
け

て
活
動
し
て
い
る
。
小
畑
孝
仁
セ

ン
タ
ー
長
の
話
に
よ
る
と
、
平
成

二
二
年
か
ら
今
年
七
月
ま
で
の
約

六
年
間
で
総
数
四
〇
五
人
を
支
援

し
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
厚
生

労
働
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
地
域

生
活
定
着
促
進
事
業
に
お
け
る
、

司
法
と
福
祉
の
架
け
橋

文
化
体
育
部
長

久
保

親
志
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１０
月
１９
日
、
Ｊ
Ｒ
九
州
筑
豊
本

線
（
若
松
線
）
に
新
型
車
両
が
導

入
さ
れ
た
。
若
松
線
は
折
尾
駅
で

立
体
交
差
さ
れ
て
お
り
、
交
差
部

分
の
高
さ
が
不
十
分
な
た
め
、
架

線
が
通
せ
ず
電
化
さ
れ
て
い
な
い
。

既
存
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
両
を
音

の
静
か
な
電
車
に
入
れ
替
え
る
た

め
、
架
線
が
な
く
て
も
走
れ
る
蓄

電
池
式
の
車
両
を
導
入
し
た
。

架
線
式
蓄
電
池
電
車
・
架
線
区

間
で
充
電
し
た
蓄
電
池
で
、
架
線

の
な
い
区
間
で
も
走
れ
る
電
車
で

あ
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
し
た
視

認
性
の
良
い
液
晶
画
面
『
マ
ル
チ

サ
ポ
ー
ト
ビ
ジ
ョ
ン
』
（
Ｊ
Ｒ

N
ew

s Releas

よ
り
）
で
案
内
等
表

示
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
車
椅
子
・

ベ
ビ
ー
カ
ー
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、

ト
イ
レ
も
あ
る
。

導
入
を
知
り
、
体
験
乗
車
を
試

み
た
。
折
尾
駅
発
１１
時
１４

分
が

始
発
。
乗
車
前
に
写
真
も
撮
ろ
う

と
、
早
め
に
駅
構
内
へ
行
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
駅
員
が
来
て
出
発
式

を
若
松
駅
で
す
る
た
め
、
本
日
限

り
で
は
あ
る
が
折
尾
駅
は
そ
の
電

車
が
到
着
後
折
り
返
し
で
出
発
す

る
と
の
こ
と
。
１
時
間
待
ち
に
な

っ
た
。
い
っ
た
ん
出
て
再
び
ホ
ー

ム
に
つ
い
て
み
る
と
幼
稚
園
児
た

ち
が
並
ん
で
い
た
。
到
着
す
る
Ｄ

Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ａ
を
出
迎
え
る
た
め
で

あ
る
。
ス
ル
ス

ル
と
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｃ

Ｈ
Ａ
が
入
っ
て

く
る
と
小
旗
を

振
り
な
が
ら
み

ん
な
で
出
迎
え
、

そ
の
後
、
車
内

を
見
学
し
て
ホ
ー
ム
か
ら
出
発
を

見
送
っ
て
い
た
。
走
り
出
し
た
車

内
で
も
乗
客
が
あ
ち
こ
ち
と
カ
メ

ラ
を
向
け
て
い
た
。

床
材
に
も
「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ａ
」

の
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
が
取
り
込

ま
れ
て
い
た
。

到
着
の
若
松
駅
に
も
、
た
く
さ

ん
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
い
て
、
車
体

を
撮
り
ま
く
っ
て
い
た
。

帰
宅
後
の
夕
方
ニ
ュ
ー
ス
を
見

て
い
る
と
「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ａ
」
運

行
開
始
の
ニ
ュ
ー
ス
と
は
別
に
、

地
元
市
議
が
、
駅
無
人
化
再
考
の

申
し
入
れ
を
行
っ
た
と
の
ニ
ュ
ー

ス
が
。
Ｊ
Ｒ
九
州
で
は
、
今
年
３

月
に
も
９
駅
が
無
人
化
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。

若
松
線
の
各
駅
は
、
ホ
ー
ム
と

車
両
床
と
の
段
差
が
、
か
な
り
あ

り
、
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
が
必
要
な

の
で
、一
人
で
の
乗
降
は
難
し
い
。

Ｊ
Ｒ
九
州
は
、「
駅
員
の
代
わ
り

に
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
な
ど
を
設
置
し
、

遠
隔
操
作
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
（
テ
レ
ビ
西
日
本
ニ
ュ
ー

ス
）
と
し
て
い
る
が
、
乗
降
に
人

的
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
交
通
弱
者

に
、ど
う
対
応
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
と
に
、
こ
の
若
松
線
は
ワ
ン

マ
ン
運
転
区
間
で
あ
る
。

経
営
合
理
化
と
は
い
え
、
矛
盾

も
甚
だ
し
い
。

北
九
州
支
部

白
川

長
廣

ＪＲ九州筑豊本線（若松線）に ＤＥＮＣＨＡ デビュー

架線式蓄電池電車

一方で駅無人化計画
車両はバリアフリー化されても利用できない障害者
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編
集
後
記

発
行
が
大
変
遅
く
な
り
、
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
寒
く
な
り

ま
し
た
の
で
、
お
体
に
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

（
坂
本
）

《 今月の時事 》

＊５月 27 日広島でオバマ大統領と安倍総理が訪問、安倍総理は「我が国は唯一の

戦争被爆国として、現実的で実践的な取り組みを着実に積み重ねていくことによ

り、核兵器のない世界を実現する重要な使命があります。」挨拶。あれから 5 ヵ

月後、10 月 27 日国連総会１委員会（軍縮）で、核兵器を法的に禁止する「核兵

器禁止条約」にについて来年から交渉を始めるとの決議案が、123 ヵ国の賛成多

数で採択された。核保有国の米ロ英仏など反対、加えて、唯一の戦争被爆国のであ

る日本も反対した。被爆者らから厳しい批判が出た。政治家は「平気で辻褄の合わ

ない〜ウソをいうものなのか」と。今回の「決議」に被爆者の「長い〜道のりでの

活動を賛成国は讃えた」が。日本国は反故したのだ。＊13 年５月から始めた大規

模な金融緩和で、物価２％上昇〜二年程度で達成を目指したが、18 年 4 月までと

なる任期中の達成を断念することになった。黒田総裁は、アベノミクスの第１の矢

を担った。異次元緩和策で「今後は物価が上がるという。インフレへの期待を生め

ば、投資や消費の動きが広まって経済は活性化し，賃金も上がる。」とのシナリオ

を描いたが。経済成長率も低水準に、消費は進まず（将来の不安〜買控え），賃金

も期待通りに上がらず。格差はより拡大し、生活困窮者は増加、雇用・労働環境は

劣化し、過労死・自殺者・精神障害者増となった。＊「世界各国の男女平等の度合

いを指数化した世界経済フォーラム（ＷＥＦ）の 2016 年 10 月版「ジェンダー・

ギャップ指数」で、日本の順位は調査対象 144 カ国のうち 111 位。前年より 10

下がり過去最低の水準。「男女の所得格差」で順位が大幅に下がった。項目別では

「所得格差」が 75 位から 100 位に急落。ＷＥＦが収入の比較方法を改め、主に

先進国で過小評価していた所得の差を実態に近づくように修正し、順位に反映し

た。〜米国女性の平均所得は日本の女性より７割ほど多い。」＊「差別と権利の間」

に立ち止まり、漂っていても何も変わらない、怒りを持って振り返り、めざそ

う。・・・じっと 手をみる （しん）
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